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この度、11月1H付 で星野図書館長の後任 と して図書
館長の役目を仰せっ かることにな りました。 もとよ り、
浅学菲才の身であ りますので学内の皆様 の御指導、御叱
責 を うけながら、その責 を果た したいと考 えております。
本学附属図書館は初代館 長小野寺教授 の絶大 な御尽力
によ り、全 くゼロの状態 から今 日の立派 な姿 になりま し
た。 また、その間実務 に当 った図書館ス タッフの御努 力
も忘 れることはで きません。
昭和49年8月 、現在の福 利厚生施設の竣工 と同時 に、
その二階に図書閲覧室、図書館事務室が設置 されていた
ことが想い出 されます。
また、昭和53年 度の本学 大学院設置に当 っては、設置
条件 を満たすための専門図書数、学術雑誌数 を整備す る
御苦労 も誠 に大変なことであったと思 われます。
この ような経過 をたどり、昭和53年4月 に附属図書館
新館 が完成 し、その後、2代 目館長石 井教授、3代 目館
長星野教授 に引 き継 がれ、その間着々と整備がな され今
日の図書館 に至っております。
現在、本学図書館 が所蔵 している和書 は35,373冊 、洋
書43,347冊 、併せて78,720冊 で あり、和雑誌485点 、洋
雑誌753,Eの 多 きにのぼ り、新設の医科大学の うちで最
も立派 な図書館 に育 ってまい りま した。
また、利用 しやす い図書館 をあ ざして、サー ビスの面
にお いては、昭和53年5月 か らコンテンツサー ビスを開
始 し、昭和55年2月 からJOIS(日 本科学技術情報セ ンタ
ーオンライン情報検索サービス)に よる情 報検索サー ビ
スを開始 し、図書 目録 、学術雑誌 目録 が毎年発行 され、
昭和54年5月 から発行 された図書館 月報は現在でVoL6,
No.7を 数 えるに至 ってお ります。 この間 に、図書の分
類変更作業 が行 われ、医学 專門図書の分類 をNDC(日 本
十進 分類)か ら現在のNLMC(米 国国立医学図書館分類)
に変更 し、 この作業 は昭和56年3月 に終 了 してお ります。
昭和59年10月 か らはJOISオ ンライン検索で使 えるデー
タベ ースが4っ 増 え、 そのなかで医学 ・薬学関係の分野
を対 象としたEMBASEは 、収録対 象が広 く、特 に薬学
分野 に関する収録が多 く、検索のためのキーワー ドが多
いとい う特徴 をもつてお ります。従 って、従来 からの
IndexMedicosを オンラインで探すMEDLINEと この
EMBASEの 両方 を利 用すればよ り有効的 なもの となり
ます。




るかはい うまで もあ りません、,
日進 月歩の学術情報、充分な専門図書、その他の資料
が揃 っていることが望 ましく、コンピューターを利用 し
た各 大学図書館間の学術情報処理 がスムーズに行 われる
ことも図書館の使命 と考 えられます。
その運営 に当っては歴代 図書館長の御意向 を継承 し、
利用者の皆様 が利用 しやすい状態 に保 って行 く積 りでお
りますので、図書館 に対 しての御要望、御苦言があれば
どしどし申 し出て ドさるよ う御願いいた します。
サービスの面において も開館時間の延長等 の懸案事項
については前向 きに考 えて行 きたい と思 ってお ります。
しか しなが ら、図書館 の運営 に関 しては今後色 々な問
題 を解決 して行かなければなりません。
一番頭の痛 い問題 は図書購入 予算 であります。国の緊
縮財政の継 続の下で、図書および雑誌価格の上昇、加え
て為替 レー トの変動等によ り図書購入が非常 に厳 しくな
って きてお ります。 これに対処す るためには、図書購入




国雑誌 に関するアンケー ト調査、学術雑誌購入見直 しに
関するアンケー ト調査、よ り良い雑誌 コレクシ ョン構築
のたあのア ンケー ト調査等 が行われており、それぞれ効
果をあげて きているので 、これ らの資料 を参考 に してこ
の危機 を乗 り切 る努力を重 ねようと考えてお ります。
また、 コンピュー ターを利用 した全国的な各大学 図書
館間の学術情報処理 システムの開発 も急速に進め られて
お ります。当面、北海道 大学図書館 が道内の地区セ ンタ
ー館 になるだろ うと予想 されてい ます。 これにも本学図
書館 と して対応 して行かな くてはな りません。
図書館 としては色 々な問題 を抱 えておりますが、学内
の皆様の御理解 と御協 力がなければ解決で きない問題 ば
か りです。よろ しく御願い申 しhげ る次第で あります。
最後 に、学生諸君 も本学の図書館 を今 まで以上 に、そ












近年、学生 ・職 員の保健管理 の問題が真剣 に取 り トげ
られ、公私立 を間わず全国の人学 に続 々と保健 管理セ ン
ターが設けられ、活発な運営が行 われるよ うになって来
ている。
当旭川医科大学で も、本年度(昭 和59年 度)か らセ ン
ター設立が認め られ、文部省 から正式 な予算もっ き、59
年4月 から発足 した。今回思 いがけなく、初代のセ ンタ
ー所畏 に任ぜ られることになり、急遽勉強 中というの が
現状で ある。先ず本学保健管理 セ ンター(以 ドセ ンター
と略称する)開 設 にいたる経緯 を簡単 に振 り返 ってみた
い0
58年2月 に、厚生補導委 員会 において、センター設置
要求 に必要 な事項 について検討 を開始す ることになった。
文部省基準 や既設大学の資料 を参考に して概算要求の原
案 などが着 々準備 された。
58年10月 からはセ ンターが設置 された場 合の ことを考
え、具体案 を検討 する段 階に入 り、石井副学長 を委 員長
とするメンバー5名 の小委 員会が発足 した。この委員会
は頻回の会議 を持 ち、保健管理 計画 および規程の原案 を
作成 した。
58年12月 の厚生補導委 員会では、この規程案 に沿 って
協 力を求める医師、専任教官 などについて審議 され、大
筋 と して次 のことが ∫承 された。α腱 康相 談を実施す る
方向で考 える、(2腱 康相談室 を設 けるが、これについて
は病院側 の協力 を得 ることが条件 となる、(3博 任教官 は
学生の健康管理 に熱意 を持 ち、精神衛生面につ いても対
応 で きる人とす る。
59年1月20Hに センター設置の予算が内示された。定
員は講師(カ ウンセラー)1名 、看護婦1名 で ある。 こ
の内示 にもとづ き、上記(3》の専任教官は心理学専攻で 、
実務経験 のある人が望 ましいとの見解 に達 した(59年2
月)。
3月 に入 り、教授会においてセ ンター規程等 が制定 さ
れ、4月12日 には正式 に旭川医科 大学保健管理セ ンター
が設置 され、石井副学長がセ ンター所長事務取 扱いに任
ぜ られ、これに伴 い、セ ンター規程 も同 日施行 されるこ
とになった。 さらにセ ンター保健 婦としてモ川憲子(技
官)が 発令 された(5月1日)。
セ ンター関係 の医師 としては、既 に学校 医と して決定
されていた吉田征子医師(第 二内科)の ほか、病院長の
推薦 により、猪俣光孝医師(精 神科神経科)、 梅藤干秋
医師(整 形外科)、 門 正則医師(眼 科)、 高橋光明医
保 坂 明 郎
師(耳 鼻咽喉科)の4名 が発 令 され(7月1日)、 つい
で保坂 がセンター所畏 に併任発令 された(8月1日)、 。
セ ンターには、セ ンターの運営 に関す る事項 を審譲 す
るため、保健管理 セ ンター運営委 員会 が設け られること
になった。 その メンバーは15名 である。委員長(セ ンタ
ー所長) 、教務委員会委 員より2名(現 、美甘教授、大
河原教授)、 厚生補 導委 員会委 員よ り2名(現 、岩淵教
授、山村教授)、 附属病院運営委 員会委員よ り2名(現 、
小野寺教授、宮岸教授)、 担当医(現 、前記5名)、 カ
ウンセ ラー1名(未 定)、 総務部長 、教務部長で ある。
本委 員会の第1同 会合 は10月31日 に行われた。先ず石
井副学長 からセ ンター設置 にいたるまでの経過概要の説
明 があ り、セ ンター丁事 は10月 に著工 し、3月 完成の 予
定(総 面積220㎡)で あるとの報告 があった。
ついで本年度学生健康診断の実際 が報告 され、 さらに
既 に毎 日開設 されている看護(救 急)業 務 の実態の報告
があった。セ ンターと してはなお準備段階で あり、必要
器具 も不備 な状態であるが、利用者数 は予想以上 に多い
状況が説明 された。
以上 のよ うに、セ ンター としての実務の…部 は既 に始
まってお り、不十分ながら、学生 および職 員の1部 にか
なり利用 されて いる。医師相 談 日は次の とお りで ある。
内科、毎週水1112^-14時 、精神科神経科、毎 月第1水 曜
12～14時 、整形外科 、毎 月第2月 曜12～14時 、眼科、毎
月第3h曜14-16時 、耳鼻咽喉科、毎 月第4木 曜12～14
時。
これ らの実情 について は、相談時間 など問題点 もある
かも知れない。 しか し宰 いなことに本学は単科 大学であ
り、学生 も職員 もお互 いに顔見知 りが多い とい う点 もあ
って、実際問題 としては、今の ところ、 それほど困難 な
状況は起 って いないよ うで ある。 とはいえ、正式 にセ ン
ター として発足 したからには、出来 るだけ関係諸氏の要
望 を入れて、 よりよい施設 として充実 させたいもの と願
ってい る。
この11月 下旬 に神戸 において、全国大学保健管理 セ ン
ターの協議会が開催 される予定 である。 これには各セ ン
ターの現場報告、健康管理成績 の実態 その他 の詳 しい報
告 が多数予定 されている。 この会議 の内容か ら、私 なり
に、今後の保健管理セ ンターの歩み方 を少 しで も勉強 出




旭 川医科大学 には泌尿器科学会の重鎮で あられる黒田
一秀学長 がお られるので
、若輩 が泌尿器科 を云云す るの
は悼 られるのですが、早 いもので泌尿器科 を専攻 して20
年目 になったのを機会 にちょっと振 り返 ってみたいと思
い ます、,
さて、泌尿器科 という言葉 を聞いて皆様 は どういう印
象を持 たれ るで しょ うか。少 くとも20年前の私の周囲は、
あまり良い顔 は しませんで した。
泌尿 器科 を専攻 しょうと思 った とき家族 は 「そん なき
たない科、やめとき!や めとき!」 と反対 したもので
す,,そ の上、インター ンで1年 間お世話 になった某人病
院の副院長先生 までが 「ど うしてそんな科 を選ぷのです
か」 と眉 をひそめられたの には ショックを受 けたのを今
でもはっきり覚 えて います。当時は医療関係者で も泌尿
器科 に対す る認識は その程度の ものだったよ うです。
恐 らく、性病、華 やかなりし頃の泌尿器科 に対するイ
メー ジが強 かったのかも しれ ません。 また、今ほ ど人 口
の老齢化 が強調 されていた わけでもなく、必要性が強 く
求め られていなかったの かもしれません。
ここまで 書いて今 日11月15日 の読売新聞一面のコラム
「編集手帳」 を読んで驚いた、,趣旨は最近 の病院は気 く
ば りがた りないとい うことを書いてあるのですが、その
例 と して、ただで さえはずか しい泌尿器科の前に坐 って
いる時 に姓のみ ならず名 まで受付 けで呼ぷ とはなにごと
かとい うことが書かれてい ます。 そんなに世間一般で は
泌尿器科 とは、はず か しい ところなのか。私は この文章
に対 して告訴 したいよ うな憤 りを感 じる一方、世の認識
が今で もこの程度 なの かと、非常 に落ち込んで しまって
います。
さて20年 前、大阪大学の泌尿 器科 は現大阪大学泌尿器
科教授の園田孝夫先生が米国 から帰って米 られ、腎移植
が始め られ、尿路結石 に関 しても副甲状腺手術 が軌道 に
乗 ったりで、非常 に若々 しいエ ネルギーにあふれていた
教室で した。若気の いた りだったか もしれ ませんが、 こ
の泌尿器科学は私 には非常 に魅 力的 に思 えたのです。
この泌尿器科 領域 も各科 と同様、この20年 間に非常 に
大 きな変貌を来た しま した。
診断技術の分野で は、内視鏡のすば らしい進 歩があげ
られます。膀胱鏡 は恐 らく色 々な内視鏡検査 のなかで も
最 も古い歴 史をもって いるものの一っです。
書物 によ りますとBozziniが1807年 にすでに発表 して
いるとの事ですので 、かれこれ180年 の歴史をもってい
八 竹 直
ます。 しか し私 が入局 した20年 前は膀胱鏡の先端にある
A:電球の明 かりで膀胱内 を覗察 していました。今のファ
イバースコープを利用 したキセ ノンランプの明 るい光で
の検査に比較すれば、まさに蛍の 光窓の雪 といった感 じ
でありました。道 具 も、 うん とスマ ー トになりました。
しか しこの検査は相 変らず患者 さんには評判 がよ くあり
ません。まだまだ改 良が必要なので しょう。 さらに診断
の分野 で画期的であったのは、各科同様 、CTお よび超
音波診断の進歩の影響です。これによって泌尿器科領域
の診断力は数倍上 昇 した といえます。たとえば教科書で
は腎癌の症状 は血 尿、腹部腫瘤 、腎部の疹痛 となってい
ます。 しか し、これ らの症状 を何 も示 さない腎癒 がCT
や超音波診断 によって続々 と発見 されるよ うになってい
ます。
治療の面では、なんとい っても内視鏡手術の発展 をあ
げねばならないで しょう。私 のインター ン時代、外科に
来た老人が、最近排尿困難が強 いと切切と訴 えたのです
が、 「そりゃ、年のせ いやで!」 と一言です まされ、気
の毒に思 った もので した。当時、前立腺肥大症は開腹に
よる手術 が主で、麻酔管理 も進んで いなかった事 もあり、
あまりリスクの高 い人は カテーテ ル留置 などの消極的な
治療 しか行 なえなかった症例 が多かったよ うに思 います。
もちろん切除用膀胱鏡 による経尿道 的切除術(TUR)
も、 日本で も始められてはいま した。 しかしその教育方
法は古めか しく、先輩の背 中を見て覚 えろといわれ、な
かなか会得 しにくい状態で した。 それが最近 では、 なん
と卒後3、4年 で なん とかTURに よる前立腺腺腫の切
除が出来 るのですから驚 きで す。
さらに、最近で は超音波 を利用 して体外か ら腎臓 に穴
だけあけ、 この穴 に挿入 した内視鏡 を利用 して腎臓の結
石を摘出 した り、超音波振動で結 石 を砕 く試みがブーム
になってきて、われわれの教室 も今 これに熱中 していま
す。札幌の某病院 に設置 されたと聞 く、衝撃波を体外か
ら腎結石 にあてて、体 を傷付 けず に結石 を砕石排除する
方法 も含め、泌尿器外科は開腹手術 から、よ り高度でか
つ侵 襲性の少 ない治療へ と技術革新 が進行中です。
さて次の10年 、20年 泌尿 器科学 は どうなっているのか






両眼 を失 うとい う意味 の言葉があるとい うが、学生諸君
によ く 「先生はど うして組織学(あ るいは解剖学)の 道
に進 まれたのですか?」 という質問 を受けるので、この
事 を中心 と して思 い出すがままに書いてみよ うと思 う。
私 は生来自然が好 きであ り、又本 を読んだ り考 えた りす
る事 も好 きな性格で あった。砂川がまだ町 であった頃 そ
こで生れ育 ったが、石狩川の そばにあった私の家の周囲
のささやかな自然 は子供 には充分に変化に富 んだ もので、
鳥 ・魚 ・虫そして種 々の植物、川や沼、四季に伴 う自然
の移 り変 り、洪水 や吹雪の猛威等 と子供 の好奇心 を引 く
もの がふんだんにあった。 自然 と一体 になった時、ある
いはその中に様 々な発見を した時 に心の底 から湧 き上 が
る喜 びは例 えようもないもので あった。 この頃 に培 われ
た自然 に対す る親愛感が後 になって私の心 の深 い部分で
私 に研究者 になるよ うに命 じたのではなかろ うかと思 わ
れる。長 じて北大に入学 してからは、息抜 きも相当 した
が、小説、哲学及 び自然科学書等 と、 ともかくかな り多
くの本 を読 み、夏休み等には毎晩のよ うに徹夜で読んで
は昼過 ぎ迄眠 るとい う生活 を していた記憶 がある。よ く
わか らないままに読んだアインシュタインの 「物理学 は
いかに創 られたか」やベルグソンの哲学書等を通 じて時
間 とい うものによ り深い興味 を持 ったの もこの頃の事で
あった。時間 と組織学 との関連の問題は今 なお私の好 き
な研究テーマの一っで ある。その頃読んだ数多 くの基礎
医学関係の書物 を見ていると、研究者 を無 意識の うちに
志向 していた自分が眼前 に浮 んで くるよ うな気 がす る,、
講義 が進むにつれて私 には基礎医学の研究が非常 に魅力
的な ものに見えて きたが、中で も組織学 ・生理学 ・生化
学 ・薬理学等 は互に関連性があ り、特 に興味 を持 った課
目であった。恩師の伊藤 隆先生 が担当 された組織学の
講義 は、高度 な内容 を平易 に解説 され、 しかも清新の気
に満 ち、学生 を鼓舞せず にはおかない名講義であった。
又その独特 のユーモアに富んだ話 しぶ りは聞 くもの に親
しみ を感 じさせ、強 く引 きつけたもので あった。特 に研
究の話 と関連 して 「私は人のやらない事 をや りたい。」
と話 された一 言は今なお強 く印象 に残 っている、,5m
年生の頃、 そろそろ将来の進路 を決めなければならない
段 階 になった時、自分 には どうい う才能 があるのか、何
がで きるのかを自問 してみた。意外 に悲観的 材料 が多い
中で、希望のもてそ うな点が一つ あった。 それは先 に述
べた ように子供の頃に培 った自然観察の能 力で、これは
加 地 隆
同時 に私の強い好みで もあ ったO好 きな事を 生 の仕 事
に出来ればそれ こそ幸せ とい うもので ある。豆1に私はゆ
っくりとマ イペースで仕事ので きそ うな組織学の方によ
り強 い引 力を感 じた事もあった。5年 目の春休み にスキ
ーで骨折 してベ ッ ドに寝た きりになった私 は、伊 藤先生
から偶 々医学部新聞で 見かけて知 って いたバーネッ ト教
授退官記念 シンポジウムの記録 「胸腺」(こ の中 には先
生御自身の発表 も載 せられていた。)を お借 りした。不
慣れ な英文 を読みながら、現実 に形態学的研究 が医学研
究の最前線で大 きな役割 を果 している事 を口の あた りに
して感激 し、希望 と意欲が強 く湧 くの を感 じた。 そこで
骨折 も治 った6年 目の夏休みに伊藤先生 にお願 いして1
週間程研究の まね事 をさせて頂 く事に した。マ ウスの頚
動脈小体 を特殊 な液で固定 して その切片 を作製す るので
あるが、ものが非常 に小 さいためそれだけを取 り出す事
がで きず、頚動脈 の分岐部 をめがけて連 続切片 を作 らね
ばならなかった。初 めての事なので随分手聞 どり、一・例
目は失敗 、二例Hを よ うや く切 り終 えた時 は夜の11時 過
ぎで、先輩のG先 生 に卓で自宅迄送 って頂いた事 をなつ
か しく思 い出す。翌日染色 をして目指す小体 を顕微鏡下
に見た時の うれ しさは終生忘れる事 がで きない。 その夏
休みは、頚動脈小体 を うまく見る事 がで き、又先生が組
織の形態 ・構造 に限 らず その機能 や病気 に迄興昧 をもた
れて いる事 を確認 してす っかり楽 しい気持 になって帰省
した。 ともあれ古ぼけた木造の建物の中 に研究 という清
流 がさらさらと流れているとい う雰囲気は忘 れ難 い印象
となって、私の気持 を更 に強 く組織学の方へ と傾 けたの
で あった。 この ような経緯で翌年卒業後伊藤先生の主宰
する第三解剖 に入れてもらった訳で ある。以r.研 究者 に
なるに到 った一例 として私の場 合を述ぺてみた。翻って
現在迄の私 の研究 を見てみ ると、松果体 ・副腎髄質及び
それらの相関関係 に関す る時間生物学的研究 や精巣 ・精
巣 ヒ体の実験病理学的研究等 とほぼ所期の希望 に近い事
がで きた事 は、伊 藤先生 を始め松嶋先生、Dr.Quay及
び先輩や同僚等のお陰と感謝 している。最後 に昨年の国
際細胞生物学会議の開会講演でDr.Bennettに より引
用 された 「古人の跡 を求 めず、古人の求めた る所 を求め
よ」 とい う芭蕉の言葉を噛み しめなが ら今年 も ・歩 ・歩






昭 和59年 度 通 学 方 法 ・居 住 状 況 をま とめ ま したのC'掲
載L.ま す 。
ア ンケー ト提 出率
(学 生 課)
日召利159で「モ6ri1目 玉見在
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■ 社会 学 ■ 笹 森
社 会学 は 、昭 和48年9月29H、 国 ・k学校 設 置法 が改 正
され て旭 川医 大が 設置 され た際 、 一般 教 育 科ilの 社 会 系
学科 目の ・つ と して認 め られ 、 そのfa'1i教 官 に私 が発 令
され、 現 在 に至 … て い る。 な お本 学科 目の 担 当教 官 は 、
基礎 教 育科 目の 中の 「医療 社 会 学」ど 生 態f=」 の講 義 を
担 当す るほ か、「社 会系 総 合講 義 」の世 話 役 をも行 う こと
に な りて い る,、社 会 学 はn体 的 な社 会 事象 を調 査 分析 し
て 、 その なか か らあ る種の 傾 向性 や 問題性 を析 出 す る実
証的 な経 験 科 学 で あ るか ら、学 生 諸村 の教 育 に当 っ ては 、
単 に知識 の 習 得 のみ に 目標 をお くこ と な く、学 生 諸 君 が
更 に進 ん で、 自分 自身 が 興味 を もっ てい る 問題 、 あ るい
は疑 問 に思 って い る問題 を一 つ選 択 し、 そ れ を実際 に調
査 分析 して、 ・年間 の 学習 の 総 決算 にす る よ う指導 して
い る。 また医 療 社 会 学 では 、 講 義の ほ か 、 彙症 心身 障 害
児施 設 や特 別 養護 老 人 ホ ー ムな どの 見 学学 習 を通 じて、
医療 や福 祉 の 問題 に深 い関 心 を払 うよ う努 力 して い る。
研究 面 では 、私 の 専 門 が地域 社 会 学 であ るところか ら、
主 と して都rlfと 村 落 の研 究 に比重 がお か れ、 その ため 暇
をみ つ けて は道 内 各地 に出 か け て い る,,し か し研 究 は 私
一・人 で あ るた め
、遅 々と して進 まぬ の が残 念 で あ る。





























昭和59年 度 解剖 体 慰霊 式 は9月26目(水 〉午後1時30分 か
ら本 学体 育館 に お い て執 り行 われ ま した。
菊 を並 べ た 祭壇 を前 に 参 会 した 御遺 族 ・来 賓 ・本学 教
職 員 ・第3学 年学 生300名 は 、 本学 学生 の 教 育 及 び学 術
研究 σ)ため に尊 い御遺 体 を提 供 され 、医 学 発展 の礎 石 と
な られたIAI名(病 理 解 剖79名 、法医 解 剖34名 、系統 解剖
28名)の 方 が たの 御遺 徳 を忍 び御 冥福 を祈 念 しま した,,
式 で は 、解 剖体 御 芳名 奉 読、 黙 と う、学 長 ・学 生代 表
(3年 野津 司君)の 追 悼 の辞 の あ と、 参会 者 に よ る
献 花 が行 わ れ 、吉 岡副 学 長 の 謝辞 をも って しめや か な う









■ 数 学 ■ 安 田 博
学科 目 「数 学1は 、昭 和48年9月 、本 学 設 置 よ り約 半
年遅 れ て昭和49年4月 に設 定 され、 そ の担 当 と して 私 が
赴任 した 。 それ 以 来 ボっ と私 ・人が'li研 究室 の 人的構 成
であ る。 実 は複 数 の 人的構 成 が可 能 で あ る とい う前提 で、
赴任 した の だ が、 そ れ が不可 能 で あ るこ とが 後 に なっ て
分 か った,、この ことは 教 育Lに おい て も、研 究 上 にお い
て も、 特 に後 者に お いて は その 幅 を抑 制 せ ざる を得 な い
とい うこと を意味 す る,、数学 の 分野 は純 粋数 学 、応 用数
学の 二 つ に 大別 す る こ とが で き る。 一 学 年 目 に開 講 した
数学 は そ れ らの 基礎 部 分 に あた り、 さ らに そ れの医 学 へ
の応 用 は 、応 用 数学 の 領域 に 人 るで あ ろ う。
私 の研 究 テー マは 、 計 量幾 何 学 、 と りわ け 「フ ィンス
ラ・一幾 何 学 及 び その応 用」(幾 何 学 の一 分野)で あ る。 当
初 は 「多変量 解 析 及 び その応 用」(応 用 数学 の ・分野)も
考 えて い たが 、 前述 の理 由 で 断念 せ ざ る を得 ない。 前 者
は主 と して 日本 及 び ヨー ロ ッパ の学 者に よ っ て研 究 さ れ
てい る,,私 も毎年 春秋 二回 の 日本 数 学 会 では 、 その 研 究
成 果 を発 表 し、 その 論文 を国際 誌 や 本 学紀 要 等 に掲 載 し
てい る。 また ヨ ーロ ッパで 開催 され るこ の分 野 の学 会 に
も出席 し、 論文 発 表 、討 論 に加 わ って い る。
(数 学 教 授)
購 一難難購繕蟻慧1翻
本 学 の 同窓 会 か ら5周 年 の 記 念事 業 と して 時計 が大 学
に寄 贈 され 、10月29H(円 〉管 理 棟 前庭 に時 計塔 が建 った。
峙 計塔 は 高 さ約10mで3方 に時 計 が付 き太陽 電 池 によ
























































































































































































東 医体 を主 管 して 間 宮 規 章
昭 和59年7Clzn・ ・-27H、 旭 川 市総 合 体 育館 で我 弓道 部
1三管 の ド、 束医 体 弓道 部 門 が 開催 さ れ ま した,、日程 の概
要 は次 の 通 りです 。24日 、射場 設営 、付 矢(練 習 日に相
'li)
、25H開 会式 、団 体 戦前 半 、26H団 体 戦後 半 と個 人戦
前 半、27H個 人戦 後 半 、閉 会 式 、射 場撤 去 そ して レセ プ
シ ョン。(尚 、射 場 設営 と撤 去 には 、スキー部 ラ グ ビー部
σ)応援 を仰 ぎ、 試 合運 営 には 、市 内 の 高校 弓 道 部 員他 に
ア ルバ イ トを!]願 い しま した 。)
私 達 の 活動 は 、 会 計 が決 算 報告 を終 える10月 まで 、計
20ケ 月ほ どか か った わ け です が 、 その 内容 は、 準備 組 織
と して の 活動 、 大 会運 営 組 織 と しての 活動 、 そ して 大会
参加 選 手 と しての 活動 な どで あ り、 それ らは、性 質上 試
合直 前 一試合 期 間 中 に重 複 せ ざ るを得 な い もの で した,、
そ ん な 目の廻 り そ うな忙 し さの 中 で団 結 力 を培 った の が
,一い した ので し ょ うか
、 は た ま た竹 内 当 時 主将 の唱 え た
秘 密練 習 が奏 効 した の で し ょ うか、 我 部 は次 の よ うな戦
績 を納 め る こ とが で きま した。 即 ち、 団体優 勝 し尚6人
チ ーム 中3人(5年 木 津 、 工藤 、6年 小 村)は 敢 闘賞 、
女 子個 人優 勝(3年 笠 井)、 新 人賞(1年 池田)が そ れで
す 。
勝 負 は時 の 運 、 弓道 に もそ の よ うな… 面 を否 め な い と
す れば 、事 後 その勝 因 を分析 す るの に どれほ どの意 昧 が
あ るの か わ か り ませ ん が、 この 年私 達 は他 に次 の よ うな
成 績 を残 してい ます。 即 ち、 全道 学 生 弓道 選 手権 大会
(室 蘭)団 体 準優 勝 、 全医 体(山 口)準 優 勝 、全道 学 生
弓道争 覇 戦(札 幌)3部 リー グ優 勝 、 な どで す 。({こ 医
体 出場 に あた り各 ノ∫面 に御援 助 いた だ きま した こと 、 こ
σ)場を借 りて 御 礼 申 し上 げ ます 。)
さて 例 年 に な く回数 が 多か っ た戦勝 コ ンパ で 、 うす く
な る ・方 のサ イフ が、 奇跡 もこ れだ け続 けば こそ奇 跡 な
の では 、 そ ん な うれ しい悲 鳴 をF:げ た こ とは 言 うま で も
あ りませ ん が惜 敗 に落 涙 し、捲 十重 来 を誓 った 試合 も な
か った わ けで は あ りませ ん。 ま た弓道 が個 人技 とい う一
面 を強 く持 っ てい る以 ヒ諸先 輩 の 築 い た実 績 に 日'える こ
とな く、 我 々は 白分 白身 の向 上 を 目 ざ さねば な りませ ん。
その意味 で我 々は 常 に未 知 数の 明 日こ そ が創 立10周 年 を
迎 えた 弓道 部 の 課題 で あ る と考 え鍛練 を重 ね て い る毎lI
で す、
(弓 道 部 副 将)
4月 に行 わ れた 第IIrll目 の 新 入生 研修 に ひ き続 き第2
回 目の 新 入生 研修 が10月29H〔 月}-11月2H励(水 は 除 く)
ま での4日 間行 われ た1,
1年 生 全 員 が8グ ルー フに 別 れ教授2名 、 学生 約16名
を1グ1レ フ と して 、 般 教fi会 議 室 と、 本学職L!研 修
施 設 で午 後5時10分 か ら約2時 問 に わた り、 な ごや か な








9月5H(水 〉学 生主 催 び)体育 大会 が 行 われ た。 当ilは 天
候 に恵 まれ、 学 年 対抗5種 目 、有 志 対抗2種 目 で学 生 、
教 職[1、 延 べ700名 の参 加 によ り行 われ た.
結 果は次 の とお り、
学 年 対 抗
→'ッ カ ー




有 志 対 抗





































































保健 管 理 セ ン ターが 設置 され た こ と に伴 い、 同 セ ンタ
・一施 設新 営 及 び 食堂拡 張 等 の た め福 利 厚 生棟 が増 築(1 .
2階 各220㎡)さ れ る こと に な り、60f卜3月9日 竣功 の予
定 で⊥ 事中 で す,,
これ に よ り、 食堂 は200席 か ら244席 、喫 茶 コ ーナ ー は
1階 食堂 部 分 に移 設 し、36席(食 堂 とσ)オー プ ン方式)、
書籍売 店 は28㎡ か ら34㎡ に拡 充 され る等 別 図の とお り福
利厚 生施 設 の 整備 充実 が図 られ るこ と にな ります 。
また 、 食堂 にっ い て は、 この機 会 に カブLテ リア方 式
を取 り入 れ メ ニ ュー の改 善 ・充 実 を図 る こ と を検 討 して
お ります 、,
工 事の た め12月20日 か ら3月9日 まで の 間は 食堂 、 売
店、 書 籍 売店 の 営 業 が 出来 な くな ります の で 、代 替す る
場 所 と して 、 食 事は喫 茶 ホ ー ル ・第5セ ミナ ー室 、 売 店
は第1セ ミナ ー室 、 書籍 売 店 は 第2セ ミナ ・一室 を あ て る
こ と に な りま した の で 、 ご迷 惑 をお か け し ます が よ ろ し


































































































課 外 活 動 短 信
ラグビー部





準 決勝0-27(順 天 堂)




ヤ リ投(3年 〉横田 英典44M103位
将 棋 部
%高 橋道雄王位の 「f=校訪問」 により来学、将棋部
員5名 と5面 指 しが行 われた。(於 本学和室)
山口 亮 ・輿水 侮一 ・有岡 秀樹




去 る7月13日 と14日 の2日 間、 自治医科大学において
医学教育振 興財団主催の 「第4回 国内医科大学視察 と討
論の会」 が開催 されました。本年度は私 が出席 しました
ので報告 を蓑ねその時の印象等 を述 ぺさせて頂 きます。
財 団から懸田理事長ほか4名 、文部 省から上杉医学教育
課長補佐、 自治医大 から中尾学長ほか17名 の教授、全国
医科大学(医 学部)の うち42大学か らは副学長4名 、医
学部長1名 と一般教育、基礎 ・臨床講座 の教授45名 が出
席 致 しました。1日 目の午後は 自治医大の教育内容(教
育 目標、 カリキュラムの特色、 カリキュラム外教育、学
生生活、卒後教育、附属病院の概況)に ついて説明があ
った後、学内施設(図 書館、病院 、地城家庭診療 セ ンタ
ー、医学情報学研究室、臨床研究室 、動物手術室、組織
実習室)の 見学 がありま した。夜は懇親会 と懇話会が開
かれ ました。翌日は11～16名 ずつのグループに分 かれて
「入試と学生生活」、 「一般教育 と基礎医学」、 「臨床実
習」 と 「卒後教育」 についての討論 が行 われま した。そ
れらの討論の報告 に続いて総合討 論があり閉会 になりま
した。今 まで研究以外、あまり関心 や興味 を持た なかっ
た私にとっては、 この様 な会は参考になりましたがかな
りきっい時間を過 ごした感 じが しました。
学内の見学で、胸部外科学講座 の設備の整 った動物手
術室 で学生(4人1組)が 犬の胸部 手術 をしていた事は
印象 に残 りました。この実習で極めて良 い教育効果が得
られてい るそ うです。 また地域家庭診療 セ ンターには診
察室、薬剤室、手術室、保健婦室、 トイレ(検 査の為)
等、小 さい部屋 があ りました。一人の医師が各科の診療、
調剤すぺてを担当する自治医人独特の もので地域医療 の
縮図で した。患者 さんは診療 や薬 を受取 るまでの待時間
が短いので当初 の主旨 とは少 し異な り、学内関係者の利
用 が多 くなって きているそうです。
私は 「.一般教 育と基礎 医学」 についての討論に出席 し
ましたのでその会 の様子 を紹介 してお きます。 この討論





ステムの再検討等 々が、かなり激 しい口調で討諭 され驚
か され ま した。他 の 多数 の大学においては極 めて重要
な事のよ うで した。卒後教育 については、いわゆる臨床
系大学院の問題 がとりあげられました。大学院の4年 間
は短か過 ぎるので5・6年 にすぺ きだ。 また、初期研修
の2年 終 了後に大学院に入学 させた方 が良いの ではない
かと言 う意見 もありました。
自治医大は地域医療 に従事す る臨床医の養成 を教育 目
標に してお りますが、他大学 と同様 、卒業生の なかから
優 れた後継者の出現 を待 ち望んでお ります。本学には幸
い全国の大学に誇 り得 る動物実験施設、実験実習機 器セ
ンター、R・1研 究施設があ り、研究者のみならず学生 に
も大いに利用 され、実に円滑に運営 されてお ります。 こ
れ らの施設 を大学院生 を含 む本学の卒業生が最大限に利
用 し、 より質の高 い研究論文が作成 され ることを希望 し
ます。 そして卒業生の中から人間味豊 かで良識 ある優秀
な人材 が本学の発展 の担 手にな ることを切に期待 して止
みません。
(解剖 学第一講座 教授)
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